
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈児童の実態と担任の気づき〉 

 Ａ君は、小学校生活に慣れてきた夏休み以降、離席が目立ち始めた。教室の中で寝ころぶ、友達との 

トラブルが絶えない。そのような状況が続いた。 

〈担任から校内特別支援教育コーディネーターへの相談〉 

 担任が校内特別支援教育コーディネーターに相談し、校内委員会を開催。 

〈校内委員会の開催〉 

話し合いの結果、特別支援学校のセンター的機能を活用。 

 特別支援学校コーディネーターの派遣を要請し、Ａ君の様子を見てもらう。 

〈特別支援学校コーディネーターによる巡回支援・教育相談〉 

特別支援学校コーディネーターがＡ君の授業を参観した。その後、担任、校内委員会のメンバーで

支援会議を行った。 

★派遣依頼等については、「教育相談のご案内」をご参考ください。 

  

〈特別支援学校コーディネーターによる教育相談〉 

特別支援学校コーディネーターによる教育相談を継続し、今後もＡ君の支援を行っていく。 

  

〈専門家チームの活用〉 

支援会議の結果、医療的・専門的なアドバイスが必要だと判断し、専門家チームによる巡回支援を実

施。その後支援会議を行い、専門家よりアドバイスをいただくことができた。 

★巡回支援や支援会議には、保護者が参加することも可能です。 

★この支援の流れは一例ですので、お困りのことがあれば御相談ください。 

お問い合わせ   秩父特別支援学校  ＴＥＬ： ０４９４－２４－１３６１ （窓口：教頭） 

 


